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申請者名 公益社団法人調布市シルバー人材センター

様式３号

基本講座は２０コマ、応用講座は５コマを計画する

マイナンバー
カード

マイナポータル
マイナポイ
ント

e-Tax オンライン診療 地域オンライン行政

実施コマ数 ５

事業計画は公益社団法人調布市シルバー人材センターが調布市の協力を得て立案し、講習会は調
布市シルバー人材センターが推進すると共に、公益財団法人東京しごと財団が総合支援を行う

体制図

講習会等の実施計画

支援員数 アシスタント数 基本講座：実施コマ総数 応用講座：実施コマ総数

４ ４ ２０ ５

電源の入
れ方等

電話のか
け方等

アプ
リ等

ネットの
使い方等

メール等
の使い方

地図アプリ
の使い方

SNSの
使い方

オンライ
ン会議

安心・
安全

実施コマ数 ５ ５ ５ ５

基本講座

応用講座
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様式３号

東京しごと財団(東

京都シルバー人材
センター連合）が併
行してスキル強化・
接遇研修を実施して

講師を支援

高齢者の
デジタル
デバイド解消

Ｒ４年度以降都内
シルバー人材セン
ターへ拡大

調布市役所
デジタル行政推進課、
高齢者支援室、
広報課等

東京しごと財
団が

都内実施セ
ンターを総合

支援

総務省指定の標準
教材、全国統一研

修を受講
市民受講者公募、会
員講師の統制・指示
連絡、苦情処理、会

計管理

シルバー人材セン
ター会員講師 デジタル活用支援員

講習会場・市広報紙
による周知広報等
連携

スマホ講
習会（基
礎＋マイ
ナカード）

モデル
センター
として牽
引

講師の確保

調布市シルバー人材セン
ター主催「シルバースマホ教
室班」の講師陣が担当

不安解消

使うと便
利！

東京しごと財団

総務省


